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　ATR CALL、ATR CALL BRIXは（株）国際電気
通信基礎技術研究所（ATR）の登録商標です。
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ご 挨 拶

株式会社国際電気通信基礎技術研究所

代表取締役社長　 平田　康夫

ATRオープンハウス2014にご参加いただき誠に有難うございます。

ATRは、1986年の会社設立以来、国内外の大学や企業などとの連携をはかりながら

研究活動を推進し、現在では広く社会に普及した音声翻訳・認識技術や無線通信の

他、高齢者や身体の不自由な方が健康で快適な生活を過ごすための医療・福祉、生活

支援などにおいて重要な役割を担うと期待されている脳神経科学、生活支援ロボッ

ト技術などについて、いち早く研究に着手し、数々の世界トップレベルの研究成果を

挙げてまいりました。最近では、先駆的・独創的な研究の推進を担うR&D会社からR&D

の成果をInnovationにつなげるR&D&I会社への展開を目指して研究分野の拡大、深掘

り、研究成果の事業展開を積極的に進めているところです。

今年のオープンハウスは、従来の研究活動状況の展示やデモンストレーションに

加え、研究成果の事業展開事例の紹介を充実させるとともに、関係する企業様などに

もご出展いただいております。また、講演会では、「科学技術イノベーションに向けた

新たな展開」と題して、研究成果の事業化を加速するためにATRが取組んでいる諸施

策や、脳神経科学、ヒューマノイドロボット、生命科学に関する最新の研究活動状況

を紹介いたします。

本オープンハウス2014は、けいはんな学研都市地域において情報通信に関する研

究開発に取り組んでいる研究機関、大学などが協力して、最近の研究成果などをご紹

介するイベント「けいはんな情報通信フェア2014」の一環として開催いたしておりま

すので、あわせてご覧いただければ幸いです。

ATRは、設立28年目を迎え、引き続き世界に誇り得る最先端の質の高い研究開発を

推進すると共に、その成果が更に一層社会に役立つよう対外連携を通じた事業展開

にも積極的に取り組んでまいる所存です。

今後とも、ご指導、ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

2014年11月

オープンハウス 2014 概要

　ATRは潤いのある真のコミュニケーション社会の実現を目指し、 情報通信関連分野

における研究開発とその成果の事業展開に取り組んでいます。オープンハウス2014で

は、ATRの研究開発のコア分野である 「脳情報科学」「ライフ・サポートロボット」「無

線通信」における最新の研究活動状況に加え、ATRグループ会社や関連会社・ユー

ザー会社などによる研究成果の事業展開に関する展示を行います。また、「研究分

野・対外連携の拡大」として、ATRが新たに取組んでいる生命科学、環境・食農の研究

や研究連携、成果展開連携に焦点をあて、講演会、ポスターおよびデモンストレー

ションを通じてご紹介します。

研究開発

脳情報科学

製品

サービス

知的財産・ライセンス
ライフ・サポート
ロボット

無線通信

生命科学・
環境・食農

研究分野の拡大

環境・グリーンICT
安心・安全社会の実現
福祉・介護・健康増進

成果の事業展開
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休憩コーナー 食堂

受付

入口　

※3Fでの展示はございません。

会場案内

•11:00～11:20　研究開発分野（4分野）：各5分
•11:20～12:20　ATRグループ会社（4社）：各15分

※開催時間中、会場への出入りは自由にしていただけます。

喫茶

入口　

講演会場

ミニプレゼンテーション会場

講演中継会場

脳情報科学N
ライフ・サポートロボットR
無線通信W
研究分野・対外連携の拡大E
ATRグループ会社G
関連会社・ユーザー会社などC1,C2

受付

E
G

N

R

W

C2

C1

C1
ミニプレゼンテーション会場＆

講演中継会場

トイレ エレベーター 通行可能エリア 喫煙エリア多目的トイレ

講演会場

講演中継会場
（休憩コーナー）

ミニプレゼンテーション会場＆
講演中継会場

講演会場

講演中継会場
（休憩コーナー）

1Fミニプレゼンテーション会場
でも講演会の中継を行います。

ミニプレゼンテーションスケジュール

講演会スケジュール

今年の展示の見どころをご紹介するミニプレゼンテーションを実施いたします。
是非お立ち寄りください。

•13:30～13:50　研究開発分野（4分野）：各5分
•13:50～14:50　ATRグループ会社（4社）：各15分

11月6日（木） 13：30～14：50

11月7日（金） 11：00～12：20

科学技術イノベーションに向けた新たな展開

11月6日（木）

11月7日（金）

代表取締役社長　平田 康夫

ATRの研究開発活動と事業展開15:15～15：45

経営統括部・事業開発室
常務取締役　鈴木 博之

地域コ・イノベーション13：00～13：30

石黒浩特別研究所 
所長・ATRフェロー　石黒 浩

共生ヒューマンロボット
インタラクション

14：00～14：30

脳情報通信総合研究所 
所長・ATRフェロー　川人 光男

ニューロフィードバックの最新動向13：30～14：00

佐藤匠徳特別研究所　
所長　佐藤 匠徳

生命のからくりを、解く、予測する、操る：
 BioMEC-Xによる「いつでもどこでも
ライブクリニック」の実現

14：30～15：00
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講 演 概 要

地域コ・イノベーション

デコーディッドニューロフィードバック法（DecNef）の仕組みATRアグリプロジェクトの活動状況

　我が国の成長戦略の拠り所として、科学技術によるイノ

ベーションや地方創生が挙げられます。先駆的・独創的研究

の推進をミッションとし、けいはんな学研都市に位置する

ATRは、科学技術イノベーションと地方創生の双方に役割を

果たすことができる立場にあります。

　ATRは、1986年の会社設立時から産学官共同研究の場の

提供をその使命の1つとして位置づけてきました。今後は、け

いはんな学研都市という立地を積極的に活用し、地域貢献

を目的とした地域社会や地域住民との密な連携による産学

官＋民の共創に基づくイノベーション創出、いわば“地域コ・

イノベーション”の視点が、これまで以上に重要となります。

本講演では、ATRが現在進めている地域コ・イノベーション

に向けた取り組みについて、2つの事例を用いて紹介します。

　1つ目の事例は、ATRアグリプロジェクトです。（図）このプ

ロジェクトは、㈱グリーンファームや東レ建設㈱等の関西企

業と連携して2013年11月にATR敷地内に設置したハウス内

で高床式砂栽培により農作物を栽培する試みです。高床式

砂栽培は、連作障害が少ない、様々な野菜の栽培が可能、軽

作業性に優れる、ランニングコストが低い等の利点を持ち、

最近では総合商社による本格的な事業展開も進められてい

ます。ATRは、2014年6月からプロジェクトを本格的に開始し、

地元精華町の農業従事者との連携にも取り組んでいます。

また、本プロジェクトは女性メンバー中心であり、女性なら

ではの視点を活かした家庭向けビジネスへの展開も追及し

ていきます。

　2つ目の事例は、日本ベンチャーキャピタル㈱との連携に

よる研究成果展開の迅速化・活性化への取り組みです。従来

のATR単独または他企業との共同による成果展開事業会社

の設立と比べ、資金面に加え、経営人材や事業面での支援

が見込まれる点がこの取り組みのメリットです。ATRグルー

プが持つ研究成果やシーズを用いた迅速な事業化や外部

の企業・研究機関との新たな連携の構築を通じて、けいはん

な学研都市の活性化への貢献も目指します。

　ATRは、地域コ・イノベーションを推進する中で、ATRオー

プンハウス2014のテーマである“Communicate, Collaborate, 

Create ”を実践し、科学技術イノベーションと地方創生の実

現に寄与するため、積極的な活動を進めていきます。

講 演 概 要

　ATRが持つ脳計測、復号化技術とロボット技術を組み合

わせ、脳活動から復号化された情報を用いてロボットやコ

ンピュータを制御する技術ブレインマシンインタフェース

(BMI)の研究を進めています。

　ブレインマシンインタフェース(BMI)は、失われた機能を

代償し、回復を助ける事を目的としたコンピュータを含む

人工的な電気回路と定義できます。すでに人工内耳や脳深

部刺激などに応用され、近年ではコミュニケーションを含

む運動機能の代償と治療応用が進み、実用化が進んでいま

す。これらBMI技術は、脳活動の計測信号から必要な情報を

解読するデコーディング技術、大量の脳活動信号を正確

に、間断なく推定する脳活動計測・転送・データベース技術、

また脳内の神経符号を実験的に操作するデコーディッド

ニューロフィードバック技術などに支えられています。

 　近年、ATR脳情報通信総合研究所では、神経科学、心理

学、工学系の異なる背景を持つ研究者が緊密に共同するこ

とにより、いくつかの分野で世界をリードする成果が得られ

ました。その一つとして、我々はヒト脳活動の非侵襲計測手

法である磁気共鳴画像法（fMRI）データから脳内情報を解

読し、それを短い時間遅れで脳に報酬として帰還し、結果と

して特定の空間的脳活動パターンを誘起する、DecNef 

(decoded fMRI neurofeedback)法を開発しました。この

DecNef法は、神経科学において、因果関係を証明する画期

的な実験手法となり得ると考えており、意識、自由意志、意

志決定、運動学習、神経経済学、社会神経科学、疾病の理解

脳情報通信総合研究所
所長・ATRフェロー
川人　光男

など様々な脳科学・神経科学の重要な問題に適用されてい

くと期待しています。また一方で、脳活動の空間パターンを

誘起する全く新しい技術なので、新しい原理に基づくリハビ

リテーション法、運動・スポーツ訓練法、精神・神経疾患の治

療法などの基礎となると期待しています。遊びから医学的

治療まで広い範囲の応用の可能性があります。脳は他の臓

器と比べると、化学的機械である以上に電気的機械である

ところにその最大の特徴があります。しかし、電気的な特性

を活かした治療法はこれまで、皮質電気刺激や脳深部刺激

による中枢性慢性疼痛やパーキンソン病を含む神経疾患の

治療、さらにはECT療法による精神疾患の治療などに限られ

ていました。これら従来の電気的な療法は、脳の活動状態か

ら情報を解読したり、脳内の特定の部位に特定の活動パ

ターンを引き起こすなどの先端技術的要素は保持せず、

DecNef法が持つこれらの優れた特性と組み合わせることに

よって、治療効果が格段に向上する可能性があります。脳科

学の基礎研究としても、応用開発としてもDecNef法を大きく

育てていきたいと考えています。

ニューロフィードバックの
最新動向

経営統括部・事業開発室
常務取締役
鈴木　博之
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精華町の農業従事者による
見学会の様子

高床式砂栽培の様子砂栽培用ハウスの外観



講 演 概 要

共生ヒューマンロボット
インタラクション

 「いつでもどこでもライブクリニック」の概念共生ヒューマンロボットインタラクションプロジェクト概要

　ロボット研究は、産業用ロボット中心の研究から日常的

な場面で働くロボットの研究に、徐々に焦点を移しつつあ

ります。日常的な場面において、人間が最も関わり易いもの

は人間そのものです。そのため、人間のような姿形・身体機

構を持ち、多様な感覚や言語や身体動作を用いて、複数の

人間とコミュニケーションできるロボット、アンドロイドの

研究開発が重要になります。 

　平成26年度戦略的創造研究推進事業総括実施型研究

（ERATO）に採択された「石黒共生ヒューマンロボットインタ

ラクション」プロジェクトでは、身振り手振り、表情、視線、触

れ合い等、人間のように多様な情報伝達手段を用いて対話

できる、社会性を持つ自律型アンドロイドの実現を目標に研

究開発に取り組みます。そのため、特に人と安全に関わるこ

とができるアンドロイドの皮膚や内部メカニズムの開発、頑

健で柔軟な音声認識技術と、意図や行動・発話の階層モデ

ルにより、特定の状況と目的において自律的に対話できる機

能の実現、複数の情報伝達手段を用いて社会的状況で複数

の人間と対話できる機能の実現を目指します。

　そして、開発したアンドロイドの人間らしさを、遠隔操作

されるアンドロイドとの比較や、人間との直接的な比較に

よって評価し、特定の状況、目的、対象者において、アンドロ

イドが人と同レベルのものに感じられることを確認するとと

もに（トータルチューリングテスト）、アンドロイドを用いた

高齢者や発達障がい者の生活支援に取り組みます。具体的

には、高齢者介護において物理的支援と同様に重要な対話

支援や、発達障がい者の療育を目指すとともに、健常者へ

のコミュニケーション教育・学習支援や公共施設での情報

提供や対話サービスへの展開を図ります。

　一方、このようなアンドロイドは、人間を理解するテスト

ベッドにもなります。 自己・他者認識、意識、心といった、認

知科学や脳科学における重要課題について、現実的場面

での人間との関わりを通して、理解を深めることが期待さ

れます。

　本講演ではこれまでのアンドロイド研究に触れながら

プロジェクトを紹介し、今後の研究や実用化についてお話

します。

講 演 概 要

　我々は、世界中全ての人が、地球上あるいは地球外の宇

宙など何処にいても、自分の健康管理や病気の予防・治療

が全て自分自身で行える時代の開拓を目指して研究を行っ

ています。つまり、現在のように病院に行かなくても、宇宙の

何処にいても、何時でも、自分の生体情報全てが、自分で読

み取れ、その生体情報をもとにリアルタイムで将来の健康

状態の予測が自分の手元に送られてきて、その予測にした

がって、自分で必要な薬を飲むことで病気の予防あるいは

治療を施し、さらには、その薬の効き具合も自分でモニタリ

ングできる、といった世の中を実現するための基礎となる

研究を行っています。このような「いつでもどこでもライブ

クリニック」を実現することで、世界中の人々が、都心部に

住んでいようと、経済的あるいは環境的理由で病院の無い

地域に住んでいようと、あるいは地球外の宇宙にいようと、

最先端の、健康管理、病気の予防・治療を受けることができ

る時代がやってくるのです。

「いつでもどこでもライブクリニック」の実現のためには、以

下の3つの「鍵」が存在します。

佐藤匠徳特別研究所
所長　
佐藤　匠徳

　これらのチャレンジングな課題の攻略には、従来の分野、

概念、手法の殻を破った、画期的なアプローチが必要となり

ます。そこで、我々は、生物科学（Biological Sciences: Bio）、医

科学（Medical Sciences: M）、数理科学（Mathematics: M）、工学

系科学（Engineering: E）、計算科学（Computational Sciences: 

C）といった従来の分野・概念・手法を新しい形で融合させた

分野横断型（Cross disciplinary: X）ライフサイエンス、

BioMEC-X（バイオメックス）により、それぞれの課題を攻略

し、「いつでもどこでもライブクリニック」のPOP（Proof of 

Principle）／POC（Proof of Concept）を5年後に、そして実用化

を10年後に、また20年後に普及というゴールを設定し研究を

行っています。

　本講演では、上記の研究戦略の概要を説明、また最新の

研究成果の一部を紹介します。

生命のからくりを、解く、予測する、操る
BioMEC-Xによる
「いつでもどこでもライブクリニック」の実現

生命動態・疾患動態の
作動原理の解明 → 解く

生命動態・疾患動態を
ライブで計測し
将来の状態を予測する

→ 予測する

→ 操る
予測をもとに
生命動態・疾患動態を
デザインし制御する

石黒浩特別研究所
所長・ATRフェロー　
石黒　浩
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　計算論的神経科学などの手法を用いて、脳の機能を
理解し、それによって得られた知見に基づいて、人に
やさしいICT技術、未来のコミュニケーション、医療、高
齢者自立支援の基盤技術としての「ブレイン・マシン・
インタフェース（BMI）」を開発しています。複雑な操作
や訓練を必要としない、考えるだけでロボット、家電な
どを操作できるBMI技術の開発に成功しています。
また、最新の研究成果として、寝ている時の夢を解読
する「デコーディング手法」、脳の状態を望ましい方向
に導くことを可能とする「デコーディッド・ニューロ
フィードバック法」を開発しました。

脳情報科学

今年のおすすめ展示です。
デモンストレーションを実施いたします。DEMO

おすすめ

脳のモデルと
ネットワーク型ＢＭＩの開発

ニューロフィードバックによる学習の促進
Enhancement of Learning by Using Neurofeedback
～無理なく学ぶための手助け～

N1

観察学習課題を用いた複数人fMRI同時計測
Hyperscanning of Human Observational Learning
～互いに学ぶメカニズム～

N2

DEMOおすすめ

脳情報に基づく疾患の解明と治療方法の開発
Developing Treatments Methods of Psychiatric 
Disorder Based on Brain Information
～強迫性障害のDecNef治療と計算モデルの構築～

N3

ネットワーク型ブレイン・マシン・インタフェース 
Network-type Brain Machine Interface
～日常的環境における生活支援の実現に向けたBMI～

N4

脳波の共活性成分分析
Coactivated Component Analysis of EEG
～BMIに関連した脳活動状態の発見・抽出～

N5

脳情報の解読とＢＭＩ技術
脳情報デコーディング
Decoding Neural Signals
～脳を介した情報通信の実現を目指して～

N6

おすすめ

デコーディッドニューロフィードバック
Decoded Neurofeedback(DecNef)
～脳の状態を望ましい方向へ導くことを可能にする技術～

N7

視覚課題における確信度のデコーディング
Decoding Confidence in a Visual Task
～答えの「自信度」を脳から読み取る～

N8

外骨格ロボットのための
空電ハイブリッド制御の研究
Control of Exoskeletons with Pneumatic-Electric Hybrid Actuators
～エアマッスルのモデリングとモデルを利用した力・位置の制御～

N9

外骨格ロボットのための
ブレインロボットインタフェース
Brain Robot Interfaces for an Assistive Exoskeleton
～脳情報を用いた生活支援とリハビリテーションの実現に向けて～

N10

脳研究を支える解析基盤技術
複数モダリティ統合によるヒト脳活動源推定法
Brain Activity Estimation via Multimodal Integration
～複数の計測データのいいとこ取りをした脳活動の可視化技術～

N11

近赤外光計測を用いたヒト脳活動源推定法
Brain Activity Estimation via Near-infrared Light Spectroscopy
～光を用いた脳活動の可視化技術～

N12

ヒト脳活動ダイナミクス推定法
Brain Dynamics Estimation
～脳の情報処理の流れを明らかにする技術～

N13

1F

トイレ エレベーター 通行可能エリア

N1N2

N5

N6
N7

N8

N4

N12N13

N9 N10

N11

N3
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　人々の日常生活における様々な活動をロボット技
術でサポートするための研究開発を行っています。
部屋に取り付けたセンサやロボットのセンサ、装着型
のセンサなどを用いて、人々の行動を予測したり人が
何に注意を向けているのかを推測することで、人々の
行動を理解して手助けする技術、ロボットを通して親
しみのある対話を可能にし利用者に安心感を与えら
れるコミュニケーション技術、これらを実現するため
の計測技術などの研究を行っています。

ライフ・
サポートロボット

今年のおすすめ展示です。
デモンストレーションを実施いたします。DEMO

おすすめ

日常活動支援ロボット

ロボットによる街角の情報環境の構築
Enabling a Social Robot to Adapt to a Public Space in a City
～街角で役立つロボットを目指して～

DEMOおすすめR1

保育行動理解に基づく
保育支援技術の研究開発
Childcare Support with Ubiquitous Network Robot System
～センシングとロボットを用いた保育支援の取り組み～

R2

被介護者のための
見守り支援ロボットシステムの研究開発
Development of Care Monitoring Robotic System 
for Elderly People
～QOL向上のための支援～

R3

おすすめ

人の存在を伝達する
携帯型遠隔操作アンドロイドの研究開発
Studies on Cellphone-type Teleoperated Androids 
Transmitting Human Presence
～ハグビーによるストレス軽減と教育現場への応用～

R4

生活支援のための計測技術
認知症高齢者の長期データ収集
Long-term Activity Measurement of Demented Elderlies
～遠隔操作ロボットメディアによるプラットフォーム～

R5

再帰性反射機能を持つコンタクトレンズ
Contact Lens with Retroreflection Optical Markers
～目の動きを安定かつ正確に捉える～

R6

移動型マイクロホンアレイによる
音環境地図生成技術
Sound Environment Map Generation 
by a Moving Microphone Array
～音声認識や音理解の手助け～

R7

トイレ エレベーター 通行可能エリア

R1R2

R7R6

R3

R4

R5

R
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今年のおすすめ展示です。
デモンストレーションを実施いたします。DEMO

おすすめ

トイレ エレベーター 通行可能エリア

2F

無線通信
　ヒューマンセントリックな社会基盤構築に寄与す
る無線通信、および無線を利用した先進的アプリケー
ションの実現を目指しています。具体的には、情報の
重要度に応じて必要十分な品質で伝送し、混雑時でも
ストレスフリーな通信を実現する制御技術、離散的に
存在する空き周波数帯域を発見・活用する高効率・高
信頼な無線伝送技術、さらには省エネルギーに貢献
する無線技術、干渉問題の解決に役立つ電波の可視
化技術、スマートフォン等をベースにした医療支援ア
プリケーションなどの研究を行っています。

適応的な周波数利用による電波資源活用
DEMOおすすめ

体験品質に基づく
高効率・高信頼無線ネットワーク制御技術
QoE-Based Access Control for Efficient and 
Reliable Wireless Network
～より多くの重要なアプリケーションを快適に使える無線通信を目指して～

W2

電波状況ビッグデータ技術
Radio Environment Big Data Technology
～センサーデータを有効利用してホワイトスペースを
効率的かつ高精度に把握～

W3

DEMOおすすめ

広帯域離散OFDM技術
Wideband Non-Contiguous OFDM Technology
～離散した空き周波数帯域を活用した移動体通信～

W4

通信システムのグリーン化

ワイヤレスハーネス技術
Wireless Harness Technology
～装置軽量化やCO2排出削減に貢献する無線技術～

W8

DEMO

省電力無線オンデマンドウェイクアップ技術
Radio On Demand Networks for Green Wireless Access
～利便性を損ねず無駄な消費電力を削減～

W7

W5

W4
W7

W8

W9

W10

W11

W3

W2

W1

W6

W

電波の見える化

列車制御用無線の電波到来方向推定装置
Estimating Radio Wave Direction of Arrival 
from Onboard Train Apparatus
～電波の到来方向をリアルタイム表示～

W1 DEMO

無線通信システムの大容量・高速化
多偏波空間多重伝送技術
Poly-Polarization Spatial Multiplexing Transmission Technique
～多くの偏波で衛星通信を大容量化～

W9

リニアアレーアンテナによる
受信点移動型等化技術
Equalization Technique by Fast Sequential Switching of 
Linear Array Antenna Elements
～高速移動体での通信速度向上を目指して～

W10

漏洩同軸ケーブルによる
リニアセルMIMOシステム
Linear Cell MIMO System Using Leaky Coaxial Cables 
for High Density Cell Deployment 
～端末が密集する場所でも快適な無線通信を実現～

W11 DEMO
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無線を利用した新しいアプリケーション

ライフログによる医療支援
Effective use of LifeLog for Medical Treatment
～うつ病などの治療に用いる
認知行動療法の実践にライフログを活用～

W6

電磁波エネルギー回収技術
Radio Wave Energy Harvesting
～生活空間に飛びかう電波を電力源として利用する技術～

W5
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　ATRが、重点化項目として昨年度より取り組んだ
研究分野の拡大における成果として、ERATO佐藤ラ
イブ予測制御プロジェクト（生命科学）、けいはんな
データセンタ（環境）およびATRアグリプロジェクト
（食農）について展示します。また、外部機関との連携
によって進めている、脳情報科学、ライフ・サポートロ
ボット、無線通信分野における最新の研究活動状況
や研究成果の事業化に対する活性化・加速化施策な
ど、研究、成果展開における対外連携の拡大に向けた
取り組み事例についてもご紹介します。

研究分野・
対外連携の拡大

今年のおすすめ展示です。

MEXT: The Ministry of Education, Culture, Sports,
             Science and Technology of Japan
NEDO: New Energy and Industrial Technology
             Development Organization

おすすめ

連携企業様ATR

連携企業による
独自展開

連携企業・ATR
共同出資会社

ATR成果
展開会社

ベンチャー
企業等

総務省、文部科学省、JST など
公的ファンディング機関

ベンチャー
キャピタル

投資

対 外 連 携 の 拡 大

研 究 分 野 の 拡 大

研究資金・研究成果
シーズ

事業化・商品化

研究委託
業務請負
（研究・事務）

共同申請

トイレ エレベーター 通行可能エリア

1F

生命科学
佐藤ライブ予測制御プロジェクト
Sato Live Bio-Forecasting Project
～ERATO(JST戦略的創造研究推進事業・総括実施型研究）～

E1

E2 生体システムの将来変動の予測と制御
Live Forecasting and Control of Biological System
～血管パターンを見れば、病気を予測し制御できる～

ATRの研究連携
文部科学省 脳科学研究戦略推進プログラム
MEXT,Strategic Research Program for Brain Sciences
～BMI 技術を用いた自立支援、
精神・神経疾患等の克服に向けた研究開発～

E5

新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
NEDO
～未来医療を実現する先端医療機器・システムの研究開発～

E6

石黒共生ヒューマンロボット
インタラクションプロジェクト
ISHIGURO Symbiotic Human-Robot Interaction
～ERATO（JST戦略的創造研究推進事業・総括実施型研究）～

E7

JＲ西日本様からの受託研究・開発
A Contracted R&D Project from West Japan Railway Company
～電波の到来方向をリアルタイム表示～

E8

ATRの成果展開連携
「死の谷」越えを目指して
Bridging the "Valley of Death"
～ATR冠ファンドによる成果展開の活性化～

E9

グローバルイノベーション創出支援事業
Supporting Program for Innovative Projects
～IoT分野でのイノベーションエコシステムの構築を目指して～

E10

成果展開の推進に向けた対外連携の強化についての
具体的な取り組みをご紹介します

生命科学、環境、食農に関する新たな研究の取り組みをご紹介します

E10E9E8E7

E6

E5

E4

E3 E2 E1

脳情報科学

ライフ・サポート
ロボット

無線通信

生命科学・
環境・食農

E

ATRは、先駆的・独創的な研究の推進を担うR&D会社からR&Dの
成果をInnovationにつなげるR&D&I会社への展開を目指しています

研究分野の拡大
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環境・食農

けいはんなデータセンタ
Keihanna Data Center
～エネルギー管理制御でデータセンタ全体の消費電力を最適化～

E3 おすすめ

E4
ATRアグリプロジェクト
ATR Agriculture Project
～人と環境にやさしい砂栽培法で地域とつながる～

おすすめ 施設公開

施設公開
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　これまでに蓄積された研究成果を世界へと展
開するため、事業展開、販売を行う会社を設立し、
グループの総力を生かしてビジネス展開を図っ
ています。

ATR
グループ会社

ATR

ATR
グループ会社

研究成果 フィードバック

事業化
商品化

市  場

トイレ エレベーター 通行可能エリア

G

1F
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G1G2G3G4G5G6G7G8

ATRの研究成果に基づく事業展開をはかることを目的として2004年に設
立、今年11月で10周年を迎えることができました。今回は最先端の脳計測
技術を用いた脳活動イメージングセンタのサービス、主力製品の小型無線
多機能センサの応用的な使い方、人の移動を簡単に把握できる人位置計
測システムについて紹介いたします。

株式会社ATR-Promotions

脳計測を先進技術でサポート
～ｆMRI/MEG研究の支援～

G1

人位置計測システム（                  ）
～不可視光で人を検出・追跡～

G2

小型無線多機能センサ"TSND121"&
ソフトウエアファミリー
～多機能をワイヤレスにウエアラブルに～

G3

DEMOおすすめ

DEMO

DEMO

ATRにおける外国語音声学習技術の研究成果を利用して英語学習の支援
システムを開発しています。音声にフォーカスした学習方法や発音を採点 
する発音評定技術が特徴です。本展示では、(株)内田洋行から販売されて
いるeラーニングシステム「ATR CALL BRIX」と、(株)シャープの電子辞書
シリーズ『Brain』向けアプリを紹介いたします。

ATR Learning Technology株式会社

目的に合わせて学習ができる「ATR CALL」
～様 な々コースや方法で学習可能な英語学習支援システム～

G4 DEMO

ATRの音声技術と㈱フュートレックのソフトウェア開発技術を融合し、携
帯電話等への音声技術・翻訳・合成技術展開を目的として2007年に設立さ
れ、 携帯電話用音声翻訳アプリ「しゃべって翻訳」等のサービスを提供して
います。 今回は音声翻訳および音声対話に関する技術を紹介いたします。

株式会社ATR-Trek

スマートフォン用音声認識アプリ
～音声翻訳・音声対話技術～

G5 DEMO

ATRで開発したロボットやセンサ技術の販売およびコンサルティング、施
設向けのマルチタッチのデジタルサイネージ、地図配信サービス「ちずぶ
らり」を企画・開発・展開しています。今回は「時空間画像データ表示システ
ム」、「ちずぶらり」のさまざまな活用事例の紹介や、オープンデータに関す
る取り組みをポスター展示・解説いたします。

株式会社ATR Creative

時空間画像データ表示システム
G7

オープンデータに関する
ATR Creativeの取り組み

G8

「ちずぶらり」アプリの紹介と導入事例
G6 DEMOおすすめ

DEMO

今年のおすすめ展示です。
デモンストレーションを実施いたします。DEMO

おすすめ



脳
情
報
科
学

ラ
イ
フ･

サ
ポ
ー
ト
ロ
ボ
ッ
ト

無
線
通
信

研
究
分
野
・
対
外
連
携
の
拡
大

A
T
R
グ
ル
ー
プ
会
社

関
連
会
社
・
ユ
ー
ザ
ー
会
社
な
ど

3938



脳
情
報
科
学

ラ
イ
フ･

サ
ポ
ー
ト
ロ
ボ
ッ
ト

無
線
通
信

研
究
分
野
・
対
外
連
携
の
拡
大

A
T
R
グ
ル
ー
プ
会
社

関
連
会
社
・
ユ
ー
ザ
ー
会
社
な
ど

4140



　ATRの研究成果は、ATRグループ会社以外の企業
によっても広く商品化されています。ATR関連会社
およびユーザー会社等の出展を通して、その具体的
な事例をご紹介します。

関連会社・
ユーザー会社など

株式会社 ATR-Sensetech
ATRの日常行動計測・理解技術と山城自動車教習所の運転技能評価並びに
指導ノウハウを融合して開発された「運転技能自動評価システムObjet」の
展開と普及を目的として2009年に設立されました。今回は改良を重ねさら
に使いやすくなった「Driver's Doctor Objet」を紹介します。

ヴイストン株式会社
研究開発用途からホビー・教育用途、企業の景品・マスコットロボットなど、多岐にわた
るロボット製品を開発・販売しています。マイコン・モータ・その他ハードウェアの設計製
造からソフト開発・キャラクターロボットのコンテンツ作成まで、自社のみで一貫した製
品開発ができることが最大の強みです。ATRとの関連では、研究開発プラットフォーム
やホビーとして展開しているロボビーシリーズや、人の存在感を伝える電話ロボット「テ
レノイド」「エルフォイド」などで、開発・販売協力を行っています。更にロボビーシリーズか
ら得た技術を元に研究開発用の大型台車ロボットなどの派生製品を扱っています。

株式会社エーアイ
ATRで研究開発された「コーパスベース音声合成」技術を元に、独自の日本
語自由文音声合成エンジン「AITalk®」シリーズの開発・販売を行なっており
ます。開発・セールス・サポートを一貫して自社で行う事により、サポートやカ
スタマイズへの迅速な対応が可能です。最大の特徴は、短時間の収録で個人
の肉声に近い自然な音声が再現できることです。PC用ソフト～様々なOSに
対応した組込み用ライブラリ等、用途に応じた多数の製品を提供しているた
め、機器組込～エンタメ系まで、様々な用途に幅広く応用されております。

日本ベンチャーキャピタル株式会社
平成8年の設立以来、「アーリーステージ」と「技術型ベンチャー」に重点
的に投資してきました。社外役員・株主・ファンド出資者などの大企業
ネットワークを活用し、大企業と投資先のアライアンス構築に注力して
います。大学ファンドを3本(大阪大学・京都大学・同志社大学)運営し、産
学連携についても豊富な経験を有しています。
展示ブースにて起業相談とATRの研究成果を使った事業化アイデアを
募集します。厳正な審査のうえ、最優秀賞には旅行券3万円分を進呈し
ます。アイデアは下記のURLからも投函できます。
http://www.atr.jp/expo/idea.doc

東レ建設株式会社
「総合建設事業」（ゼネコン）と「総合不動産開発事業」（ディベロッパー）
を手掛ける東レ株式会社のグループ会社です。新規事業として安心・安
全な農作物を安定的に供給する“高床式砂栽培農業施設” 
「TOREFARM（トレファーム）」 の展開をスタートしました。
TOREFARMとATRの脳活動計測支援技術・ICTによるアクティブライ
フサポート技術を組み合わせることで新たなライフイノベーションを
実現します。

株式会社グリーンファーム
高床式砂栽培農法を用いた軽労化栽培技術農業の普及と、農業と福祉
を連携させる目的で2010年に設立した農業法人です。ATRの脳活動
計測支援技術・ICTによるアクティブライフサポート技術と東レ建設
(株)共同開発による高床式砂栽培農業設備「トレファーム」及び弊社高
床式砂栽培技術を融合させた新しい農業クラウド作りに取り組んでい
ます。今回は高床式砂栽培およびシステム、高床式砂栽培農法による農
福連携事業について紹介します。

一般社団法人日本砂栽培協会
土の代わりに砂で野菜や果物を育てる連作障害の少ない砂栽培法の普
及を目指した協会です。普及に向けて、砂栽培作業者人材を育成する資
格認定制度と各種講演会、セミナーなどの普及促進事業を行っていま
す。資格認定制度は当協会が実施する講義や実習、栽培経験年数などに
より1級から3級まで3段階の栽培士の資格を設定・認定し、砂栽培技術
の普及・促進、人材育成などを推進します。また、多種多様な植物を栽培
できる利点と高床式の栽培ベッドを活かし、手軽に育てる楽しみを味わ
える一般家庭向けサービスの開発にも取り組んでいます。

NTTアドバンステクノロジ株式会社
NTT研究所の開発技術をサービス・製品化して提供することを主たる目的とした
企業です。ネットワーク／無線技術をベースとしたソリューションに関するコン
サルテーション・構築・運用保守、アプリケーションソフトウェア開発、オーディオ・
ビデオ会議システムの販売、LSIの試作・ナノテク材料の評価分析と幅広い分野で
のサービス・製品を提供しています。また、ネットワーク系ソフトウェア開発
(ATS)、アプリケーションソフトウェア開発(ATC)、光ファイバー関連製品製造
(ATCR)、IT技術者派遣(ATIPS)などの分野別のグループ会社があります。

株式会社Coolware
ソフトウェア開発とWebサイトの制作を承っております。
音声/対話関連技術やコミュニケーションロボットのソフト開発などに
長年取り組んできました。iOSやAndroid用のアプリも数多く制作して
います。研究段階の試行錯誤にも柔軟に対応しておりますので、お気軽
にご相談ください。H8 CPUボードなどの販売も始めました。
オンラインショップURL：www.coolware.jp/shop

株式会社フィート
株式会社フィートは、言語処理技術を足がかりとして、人々のコミュニケー
ションの手助けとなる技術やソリューションを提供することを目指していま
す。今回の展示では、スマートフォンをクライアントとした旅行会話用音声
翻訳システムのアプリケーションサービスの導入事例や、訪日外国人向けお
もてなしアプリの開発事例をご紹介いたします。

ATR 市
場

ATR
グループ会社

関連会社・
ユーザー会社

研究成果

研究成果

事業化
商品化

1F
株式会社ATR-Sensetech
NTTアドバンステクノロジ株式会社
株式会社Coolware

2F

トイレ エレベーター 通行可能エリア

ヴイストン株式会社
株式会社エーアイ
株式会社フィート
日本ベンチャーキャピタル株式会社

東レ建設株式会社
株式会社グリーンファーム
一般社団法人日本砂栽培協会

C2

C1

C1
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近鉄けいはんな線 学研奈良登美ヶ丘駅
 ・ 奈良交通バス（約15分）
 ★学研奈良登美ケ丘駅　２番乗り場：41系統、47系統

近鉄京都線 新祝園駅、JR学研都市線 祝園駅
 ・ 奈良交通バス（約15分）
 ★近鉄新祝園駅及びＪＲ祝園駅 １番乗り場：36系統、47系統
 ２番乗り場：41系統JR線

地下鉄御堂筋線

南海電気鉄道

近鉄日本鉄道

国道

高速道路

大阪国際空港

至神戸

大阪
京橋

本町

関西　　
国際空港

鶴橋
第二阪奈道路

生駒

R163

名神高速道路

京奈和自動車道

精華学研IC

学園前

R1

奈良

京都 至東京

JR
東海
道線

JR
東海
道線
新幹
線

JR
学
研
都
市
線

京滋バイパス

難波

新祝園

R170 R24

上本町

R308
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パナソニック

情報通信研究機構
(NICT)

●●

京セラ

SCSK大川センター

島津製作所

●
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精華大通り

COSMO  GS
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オムロン

国際高等
研究所

地球環境
産業技術研究機構

●
スシロー

けいはんな学研都市（精華・西木津地区）

会社概要

設立 1986年 3月　ＡＴＲ設立
1989年　　　 現在の地に移転

1億円 （資本剰余金約219億円）

NTT、KDDI 始め 116社

〒619-0288
京都府相楽郡精華町光台二丁目２番地２（けいはんな学研都市）

226名（再掲：研究者163名）
研究者の内訳：契約研究者84％、出向者12％、プロパー 4％、
 　海外研究者約15％（平成26年4月1日現在） 

資本金

株主構成

所在地

社員数

組織図

会 

長
社 

長

事業開発室　　　

経営統括部　　　

脳情報解析研究所　　　　　　

認知機構研究所　　　　　　　

脳情報研究所　　　　　　　　

研究企画部　　　　　　　　　

報
情
脳

信
通

所
究
研
合
総

研究企画部　　　　　　　　　

所
究
研
合
総

知能ロボティクス研究所　　　

適応コミュニケーション研究所

波動工学研究所

石黒浩特別研究所　

佐藤匠徳特別研究所　　　　　　　

　（株）ATR-Promotions

　（株）ATR Creative

　（株）ATR-Trek　

ATR Learning Technology（株）

　（株）ATR-Research Partners

● ATRグループ会社

■ 

■ 


